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令和 6年度（2024 年度）第 2回南大沢中学校区地域づくり推進会議 議事概要 

日  時 令和 6年（2024 年）8月 3日(土) 9：30～12：00 

場  所 南大沢中学校 3 階 家庭科室 

出 席 者 

司会：田中（茂） 

参加者：磯田、柿島、木村、佐藤、塩田、髙津、廣瀬、廣田、福澤、吉村 

見学者：東京都立大 中塚 

子ども・若者育成支援センター：山田 

はちまるサポート：柏原 

経営計画課地域づくり担当：伊東、石川、田中 

配布資料 

第 2回南大沢中学校区地域づくり推進会議資料 

八王子市地域づくり団体の届出に関する要綱 

八王子市地域づくり推進補助金 交付申請について 

 

第 1 部 

１ 開会 

 司会進行役はプロジェクトチームごとに選出し、今回の会議では地域をつなぐイベントチームから田中（茂）

氏が司会進行を行った。 

新しい会議参加者である塩田氏の紹介があった。 

 

２ 事務局からの報告 

（１）「第 5回八王子市地域づくり推進基本方針改定懇談会」について 

第 2回南大沢中学校区地域づくり推進会議資料に沿って説明した。 

今後のスケジュールについては、現在基本方針の案を参加者に確認していただいている状況。9月中にまとめ、

10 月からパブリックコメントを行い、来年の 3月に完成させる予定。 

 

（吉村氏から報告） 

  出入り自由な負担感のない会議のあり方が一番持続する。みなさんが気軽に参加できる、やっていて楽しい、

また来年もやりたいという前向きな意見が出るような会議にしていきたいと思う。市役所と住民で意見を出し

合いながら仕組みを作れればいい。 

 

 参加者からの意見 

・懇談会には誰が参加されているか 

→都立大学の教授、法政大学の准教授、4中学校区の推進会議からそれぞれから 1名、市内で地域活動の代表

をしている方 2名、学校教育部長、福祉部長、都市計画部長、市民活動推進部長、地域づくり担当部長、地域

づくり担当課長で構成されている。 

 

・資料の「～を目指す、～を目指さない」という部分が上から目線に感じる。目指すかどうかは住民側が決める

ことではないか。推進会議で目指すことが決まれば進めていくということか。 

→新しい方針を策定したから、じゃあやってくださいということではなく、新しい考え方を基に地域の皆さん

と調整をしながら合意の上で少しずつ主体的に進めていただきたい。 

 

(２）活動団体への補助金について 

 第 2回南大沢中学校区地域づくり推進会議資料に沿って説明した。 
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参加者からの意見 

 ・会則等は必要か。 

  →活動団体を作っていただく際に会則等は必要になる。 

 ・交付限度額に差があるのはなぜか。 

  →推進会議を設立した年月に差があり、長房・川口中学校区は昨年度に活動計画を作成し活動が始まってい

るため。1年間で使う想定と半年間で使う想定があるため。 

 ・補助対象かどうかについては都度確認するべきか 

  →そのとおりである。 

 ・補助金を使う場合は来年の 3月 31日までに使わなくてはいけないのか。 

  →そのとおりである。 

 ・現在はなぜ主催や後援ができないのか。 

  →推進会議は市の要綱に基づいて設置した会議体であるため。 

 

３ 情報交換「みんなにシェア・みんなでシェア」 

 ・南大沢中学校 1年生へ「南大沢のまちづくり」というテーマで授業を行った報告（柿島氏、福澤氏） 

 ・南大沢町会で南大沢の昔話を聞くイベントを行った（佐藤氏） 

 ・由木マルシェと南大沢町会のホームページで南大沢夏まつりのボランティアの募集をかけていただいたとこ

ろ、参加してくれる若い方が 4、5人いらっしゃった。設営だけ手伝っていただける若い方もいた。 

  夏まつりの中で、八幡神社の例大祭と都立大の子ども祭りの PR もしてもらい、イベントを繋げることがで

きた。（田中（茂）氏） 

 ・はちまるサポートの紹介、はちまるサポーターの募集について（はちまるサポート） 

 

第２部 

４ プロジェクト毎の話し合い・共有 

プロジェクトチーム毎に話し合いをした。 

 

（各グループから共有したいこと） 

〇情報まどぐち 

・ウェブサイトを構築していくことは一旦止め、既存の地域情報サイトを使って他のプロジェクトチームの情

報などを発信していく。 

・南大沢のポータルサイトを別の組織で作成する予定。 

・アウトレットのエリアマネジメントの動きがあれば発信できるような準備をしておきたい。 

 

〇地域をつなぐイベント 

・子供たちが南大沢について思うことについて発表があった（P3,4）。生の声を聞いて居場所づくりに反映し

たい。 

 

〇憩い場づくり 

・南大沢夏まつりではイベントの主催者の連携がとれていて良いと感じたが、お店同士の連携がなかったよう

に感じた。 

・防災訓練では 3つの避難所で連携できている。 

 ・NPO の活動も横つなぎができるようになればいい。 

 ・自主防災組織のつながりができればいい。 

 

５ 閉会 

 次回の推進会議の日程確認を行った。 
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子どもたちの意見「南大沢について思うこと」 

 

地域について 

・お祭りを冬にも１回やって欲しい 

・地域の人たちともっと遊んだりしたい（おじいちゃんおばあちゃん感覚で） 

・団地が汚い、古い、ひび割れ等 

・人が少ない 

・道が暗い、電灯が少ない 

・静かだし暗い、もっとお店とかにぎやかな所を増やして欲しい 

・南大沢が舞台のドラマや映画をやって欲しい 

・近くに食べ放題屋さんが欲しい 

・ゲームセンターが欲しい 

・団地で遊んでいたら文句を言う人がいる 

・近くにジェットコースターが欲しい 

・近くに無一郎が欲しい 

・お菓子とかに子ども価格が欲しい 

・近くにプールが欲しい 

・駄菓子屋が近くに欲しい 

・子供が気軽に行けるカフェが欲しい 

 

公園について 

・公園のトイレをもっと綺麗にして欲しい。使いづらい 

・トランポリン、アスレチック系、シーソー、コーヒーカップ、面白い遊具が欲しい 

・時計が欲しい 

・竹馬、キックボード類、ボールで遊べる公園が欲しい 

・近くに広い公園が欲しい 

・無一郎を公園に作ってください 

 

学校について 

・授業のときにシャーペンをつかっちゃいけない理由は 

・なんで雪の日の休み時間に外で遊べないのか 

・なんで学校で髪を染めたらダメなところがあるのか 

・なんで授業や掃除を延ばしたりして休み時間を短くするの 

・ノートを書きたくない！パソコンなどタイピングで書きたい 

・クラブはなんのためにある？放課後に楽しく遊べばいいのに 

・なぜ椅子に座って授業を受けないといけない 

・宿題がめんどくさい 

・ながし掃除がしにくくなった 

・なんで小学校は中休みがあるのに中学校にはないんですか 

・なんで中学校には遊具がないの 

・部活はなんのため 



 

4 

 

・なぜ体育着に着替えないといけないのか 

・近くに高校、大学が欲しい 

・習い事をやってみたい 

・なんで委員会の活動で学校のために働かなきゃいけないのか 

・給食を食べる時間を延ばしてほしい 

・なんでお菓子を持って行っちゃだめなの 

・子供が嫌なことをやらせる先生がいる（虫） 

・プールでなんで着衣永をするのか 

・なんで体に悪いのに体育座りをさせるのか 

・なんで中学校だけジャージがあるのか 


